
委
員
会
は
中
島
副
委
員
長
の

挨
拶
で
開
会
し
、
議
長
に
は
千

葉
覚
委
員
（
仙
石
線
駅
連
合
分

会
）
を
選
出
し
た
。
千
葉
議
長

は
就
任
に
あ
た
り
、
蕨
駅
転
落

死
亡
事
故
の
対
策
が
「
お
客
様

に
対
す
る
声
か
け
」
で
あ
る
こ

と
に
触
れ
、
声
を
か
け
た
く
て

も
要
員
が
不
足
し
て
余
裕
の
な

い
職
場
の
状
態
で
あ
る
こ
と
、

ま
た
新
聞
に
連
載
さ
れ
た
地
方

交
通
線
の
存
続
に
四
苦
八
苦
し

て
い
る
実
態
を
紹
介
し
、
「
国

鉄
」
に
戻
す
べ
き
で
な
い
か
と

述
べ
、
分
割
民
営
化
の
矛
盾
点

を
指
摘
し
議
事
に
入
っ
た
。

続
い
て
地
本
を
代
表
し
、
大

沼
委
員
長
は
、
以
下
の
挨
拶
を

行
っ
た
。
（
要
旨
）

▼
渡
辺
さ
ん
の
労
災
死
亡
事
故

か
ら
間
も
な
く
1
年
3
ヶ
月
。

義
援
金
の
取
組
み
に
感
謝
す

る
と
同
時
に
労
組
と
し
て
労
災

事
故
へ
の
反
省
と
二
度
と
繰
り

返
さ
な
い
た
め
の
取
組
み
の
強

化
を
決
意
。
安
プ
ロ
・
工
務
協

で
の
議
論
を
経
て
、
原
因
と
安

全
対
策
に
つ
い
て
支
社
と
交
渉

し
て
い
く
。

▼
委
員
会
の
課
題
は
中
央
委
員

会
、
エ
リ
ア
委
員
会
で
決
定
し

た
具
体
的
取
り
組
み
の
意
思
統

一
に
あ
る
。

春
闘
。
デ
フ
レ
の
原
因
は
、

民
間
給
与
総
額
の
右
肩
下
が
り

に
あ
る
。
企
業
の
内
部
留
保
は

37
兆
円
で
景
気
の
循
環
は
こ
こ

で
断
た
れ
て
い
る
。
統
一
要
求

1
万
5
千
円
を
獲
得
に
向
け
地

方
か
ら
本
部
交
渉
を
後
押
し
す

る
。
地
方
の
柱
は
「
一
人
一
要

求
」
か
ら
現
場
長
と
の
話
し
合

い
に
こ
だ
わ
る
こ
と
。
そ
れ
を

確
認
す
る
大
衆
集
会
、
大
衆
行

動
に
組
織
の
五
割
結
集
と
合
わ

せ
、
全
組
合
員
が
参
加
す
る
17

春
闘
に
し
よ
う
。

▼
組
織
拡
大
。
昨
年
は
20
歳
、

30
歳
代
の
若
い
組
合
員
が
誕
生

し
、
平
成
組
で
10
人
に
。
若
い

仲
間
に
国
労
を
引
き
継
ぐ
た
め

に
拡
大
に
向
け
汗
を
か
こ
う
。

4
月
の
新
入
社
員
配
属
に
向

け
、
各
機
関
は
準
備
を
。

委
託
事
業
が
拡
大
の
一
途
、

容
易
に
流
れ
は
止
ま
ら
な
い
。

委
託
先
の
仲
間
と
交
流
し
、

労
働
者
意
識
の
醸
成
と
労
組
の

必
要
性
を
感
じ
取
れ
る
取
組
み

と
窓
口
作
り
を
進
め
る
。

▼
政
治
課
題
。
改
憲
勢
力
が
国

会
議
員
の
三
分
の
二
を
押
さ
え
、

安
倍
政
権
は
改
憲
に
意
欲
を
示

し
て
い
る
。
ま
た
南
ス
ー
ダ
ン

Ｐ
Ｋ
Ｏ
部
隊
に
駆
け
つ
け
警
護

を
与
え
、
実
践
に
大
き
く
踏
み

出
し
た
。
立
憲
主
義
、
民
主
主

義
、
平
和
主
義
を
否
定
す
る
安

倍
政
権
は
許
さ
れ
な
い
。

震
災
原
発
か
ら
6
年
、
今
尚

収
束
せ
ず
。
風
化
や
加
害
者
が

逃
げ
得
に
な
ら
な
い
よ
う
、
被

災
者
に
寄
り
添
い
、
「
国
労
フ

ク
シ
マ
」
交
流
を
本
部
と
連
携

し
強
化
す
る
。

キ
ー
ワ
ー
ド
は
憲
法
で
保
証

さ
れ
て
い
る
基
本
的
人
権
の
尊

重
。
沖
縄
の
民
意
と
国
の
安
全

保
障
、
外
交
と
の
対
立
。
原
発

エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
と
原
発
被
害

者
の
構
図
。
国
家
の
た
め
に
国

民
が
犠
牲
に
な
る
こ
と
は
現
憲

法
下
で
は
な
い
。
民
進
党
・
共

産
党
・
社
民
党
の
選
挙
協
力
は

重
要
で
あ
り
、
解
散
総
選
挙
に

向
け
た
意
思
統
一
を
し
て
い
く
。

そ
の
先
に
憲
法
・
労
働
法
制

改
悪
阻
止
の
道
が
開
か
れ
る
こ

と
を
確
信
し
、
全
組
合
員
の
理

解
と
協
力
を
―
と
述
べ
、
忌
憚

の
な
い
委
員
の
発
言
を
要
請
し

た
。
来
賓
の
あ
い
さ
つ
を
頂
い

た
後
、
一
般
財
団
法
人
国
労
会

館
仙
台
地
方
部
の
労
働
講
座
と

し
て
、
仙
台
中
央
法
律
事
務
所

の
宇
部
雄
介
弁
護
士
よ
り
、

「
共
謀
罪
」
に
つ
い
て
講
演
を

受
け
全
体
で
学
習
し
た
。

さ
ら
に
東
日
本
本
部
宮
﨑
副

委
員
長
は
、
エ
リ
ア
委
員
会
で

決
定
さ
れ
た
運
動
方
針
と
17
春

闘
の
取
り
組
み
状
況
等
を
報
告

し
た
。
（
別
掲
☚
）

原
子
書
記
長
が
大
会
以
降
の

経
過
と
方
針
を
提
起
し
、
委
員

か
ら
の
質
疑
と
執
行
部
か
ら
の

答
弁
、
書
記
長
集
約
が
行
わ
れ

全
て
の
議
題
が
拍
手
で
承
認
さ

れ
た
。
そ
の
後
委
員
会
宣
言
の

提
案
と
承
認
、
千
葉
議
長
退
任
、

歌
川
副
委
員
長
の
閉
会
の
あ
い

さ
つ
後
に
大
沼
委
員
長
の
団
結

頑
張
ろ
う
で
閉
会
し
た
。

【
※
委
員
の
発
言
と
答
弁
、
集

約
等
は
別
途
掲
載
予
定
】
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2
・
3

第
5
回
執
行
委
員
会

2
・
4

地
方
委
員
長
・
書
記
長
会
議

地
本
中
間
監
査

第
70
回
地
本
ア
ス
ベ
ス
ト
対
策
会
議

2
・
5

第
34
回
東
日
本
本
部
拡
大
委
員
会

2
・
9

第
3
回
春
闘
事
務
局
会
議
・
貨
物
本
社
団
交
9-

10

2
・
11

安
全
キ
ャ
ラ
バ
ン
（
福
島
県
集
会
）

2
・
13

第
6
回
地
方
執
行
委
員
会
・
第
2
回
闘
争
委
員
会

2
・
16

安
全
キ
ャ
ラ
バ
ン
（
宮
城
県
集
会
）

2
・
20

第
１
２
８
回
定
期
地
方
委
員
会

2
・
26

第
57
回
安
プ
ロ
・
第
48
回
各
支
部
業
務
部
長
会
議

地
方
本
部
は
2
月
18
日
、
仙
台
市
内
に
お
い
て
、
第
１
２
８

回
定
期
地
方
委
員
会
を
開
催
し
た
。

 
委
員
会
で
は
出
席
し
た
委
員
の
真
摯
な
討
論
を
経
て
、
２
０

１
７
春
闘
を
始
め
と
し
た
当
面
す
る
闘
争
方
針
な
ど
全
て
の
議

題
が
承
認
さ
れ
、
取
組
み
の
意
思
統
一
が
図
ら
れ
た
。

来

賓

（
敬
称
略
）

☆
社
会
民
主
党

岸
田

清
実

☆
日
本
共
産
党

遠
藤
い
く
子

☆
全
交
運
共
済
生
協

橋
本

昭
二

伊
賀

泰

✩
国
労
議
員
団

石
川

建
治

☆
国
労
東
日
本
本
部

宮
﨑

浩
則

▼
組
織
強
化
・
拡
大
。
昨
年

大
会
以
降
、
5
ヶ
月
間
拡
大

が
な
く
、
危
機
感
を
持
ち
つ

つ
班
や
分
会
組
織
の
強
化
を

要
請
し
て
き
た
。
そ
う
し
た

中
で
現
在
ま
で
3
人
の
加
入

が
あ
り
、
旅
客
・
貨
物
の
一

括
和
解
以
降
で
は
、
２
２
２

人
に
。
今
実
践
す
べ
き
具
体

的
行
動
と
し
て
、
全
職
場
で

の
対
話
活
動
を
展
開
し
そ
の

声
を
集
約
し
共
有
す
る
こ
と
、

そ
の
全
体
化
を
図
る
た
め
全

分
会
オ
ル
グ
の
実
施
を
提
起
。

「
当
た
り
前
」
の
事
で
は
あ

る
が
、
全
組
合
員
で
や
り
き

ろ
う
。
一
方
で
、
他
労
組
は

昨
年
「
ス
ト
権
確
立
の
意
思

確
認
」
と
す
る
模
擬
一
票
投

票
を
実
施
し
、
2
月
10
日
に

は
臨
時
大
会
で
ス
ト
権
を
確

立
し
た
が
、
一
連
の
動
き
で

20
人
前
後
の
脱
退
者
が
出
た

模
様
。
職
場
で
の
対
話
行
動

で
正
確
な
情
報
を
伝
え
よ
う
。

▼
17
年
春
闘
。
1
万
5
千
円

ベ
ア
含
む
重
点
8
項
目
を
2

月
13
日
に
各
社
一
斉
提
出
。

JR
東
日
本
は
売
上
・
純
利
益

過
去
最
高
。
JR
貨
物
の
中
間

決
算
で
は
、
3
期
連
続
の
増

収
、
5
期
連
続
の
増
益
。

昨
年
ま
で
JR
貨
物
は
17
年
連

続
ベ
ア
ゼ
ロ
、
JR
東
日
本
は

3
年
連
続
の
ベ
ア
が
実
施
さ

れ
た
が
2
年
連
続
回
答
指
定

日
を
超
え
る
な
ど
極
め
て
不

満
な
状
況
が
作
ら
れ
た
。
今

年
は
3
月
15
日
が
回
答
指
定

日
で
あ
り
、
信
義
基
づ
く
取

り
扱
い
を
強
く
求
め
て
い
く
。

要
求
の
実
現
に
向
け
て
、
JR

東
日
本
に
対
し
て
は
交
渉
の

強
化
、
JR
貨
物
の
2
支
社
に

対
す
る
要
請
行
動
を
強
め
た

い
。
ま
た
職
場
で
の
一
人
一

要
求
運
動
の
強
化
と
創
意
工

夫
し
た
取
組
み
、
集
会
や
学

習
会
の
開
催
を
通
じ
て
、
全

組
合
員
が
参
加
す
る
春
闘
を

進
め
る
。
そ
う
し
た
立
場
で

強
調
し
た
い
の
は
、
「
春
闘

要
求
実
現
の
近
道
は
組
織
拡

大
だ
」
と
い
う
こ
と
。

17
春
闘
で
は
新
採
対
策
含
め
、

組
織
強
化
・
拡
大
と
結
合
し
、

情
勢
の
変
化
を
機
敏
に
捉
え
、

ス
ピ
ー
ド
感
を
持
ち
、
か
つ

大
胆
に
取
組
む
こ
と
を
要
請

し
た
い
。

▼
政
治
課
題
。
安
倍
政
権
は

改
憲
に
向
け
た
憲
法
審
査
会

で
の
議
論
の
深
化
を
促
し
、

「
共
謀
罪
」
を
盛
り
込
ん
だ

「
組
織
犯
罪
処
罰
法
改
正
」
、

「
労
働
基
準
法
改
正
」
を
目

論
ん
で
い
る
。

「
働
き
方
改
革
」
の
本
質
は
、

「
残
業
代
ゼ
ロ
」
で
あ
り
、

「
解
雇
の
金
銭
和
解
」
で
あ

る
。
弁
護
団
、
共
闘
組
織
と

の
連
携
を
密
に
運
動
を
強
め

る
。

▼
東
日
本
大
震
災
・
東
京
電

力
福
島
第
一
原
発
事
故
か
ら

6
年
。
再
稼
働
を
許
さ
ず
原

発
政
策
を
転
換
さ
せ
る
闘
い

の
強
化
も
重
要
課
題
。

3
月
18
日
の
「
原
発
い
ら

な
い
！
福
島
県
民
大
集
会
」
、

3
月
20
日
の
「
さ
よ
な
ら
原

発
全
国
集
会
」
が
開
催
さ
れ

る
。
事
故
を
風
化
さ
せ
な
い
、

原
発
政
策
の
転
換
を
目
指
す

行
動
へ
の
参
加
を
。

あいさつする大沼委員長

東日本宮﨑副委員長



冒
頭
、
問
題
提
起
を
行
っ
た

本
部
唐
澤
書
記
長
は
、
「
組
織

拡
大
全
国
統
一
行
動
の
更
な
る

展
開
」
に
つ
い
て
、
全
て
の
組

合
員
に
浸
透
さ
せ
る
と
同
時
に
、

「
誰
か
が
や
る
だ
ろ
う
で
は
な

く
、
自
ら
行
動
を
起
こ
そ
う
」

と
強
く
訴
え
た
。

続
い
て
東
日
本
本
部
彦
田
青

年
部
長
は
、
「
一
括
和
解
以
降

10
年
連
続
と
な
る
新
規
採
用
者

の
加
入
が
あ
っ
た
」
と
報
告
し
、

「
青
年
部
要
求
で
は
、
過
去

3
回
本
社
団
交
を
開
催
し
、
要

求
の
前
進
も
図
ら
れ
て
い
る
。

今
後
は
、
国
労
運
動
の
技
術

継
承
が
課
題
」
と
青
年
部
運
動

の
取
組
み
状
況
を
報
告
し
た
。

ま
た
東
京
地
本
大
宮
車
両
所

分
会
鈴
木
書
記
長
か
ら
は
、
会

議
に
出
席
し
た
昨
年
2
月
と
6

月
に
加
入
の
松
本
さ
ん
と
松
﨑

さ
ん
の
紹
介
が
さ
れ
、
連
続
3

名
の
国
労
加
入
が
実
現
し
た
経

緯
に
つ
い
て
報
告
が
さ
れ
た
。

そ
し
て
4
月
に
加
入
し
た
内

記
さ
ん
も
合
わ
せ
、
「
13
年
、

14
年
に
加
入
し
た
先
輩
た
ち
と

の
つ
な
が
り
」
や
貨
物
会
社
の

17
年
連
続
ベ
ア
・
ゼ
ロ
回
答
や

手
当
の
低
額
回
答
の
暴
挙
に
対

し
、
「
責
任
組
合
と
言
わ
れ
る

労
組
が
何
の
対
抗
姿
勢
を
示
さ

な
い
事
も
背
景
の
一
つ
」
と
報

告
が
あ
っ
た
。

分
散
会
交
流
で
は
、
職
種
・

系
統
毎
そ
れ
ぞ
れ
の
悩
み
や
課

題
に
つ
い
て
交
流
し
学
び
合
い
、

ま
た
夜
の
懇
親
・
交
流
会
で
は
、

4
人
の
青
年
の
席
を
中
心
に
、

大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
。

翌
日
の
分
散
会
報
告
後
に
は
、

参
加
者
全
体
が
「
組
織
拡
大
の

行
動
を
起
こ
す
」
決
意
に
満
ち

溢
れ
、
「
地
本
・
支
部
に
よ
る

全
分
会
オ
ル
グ
の
展
開
」
や

「
会
議
だ
け
に
終
わ
る
こ
と
な

く
実
践
あ
る
の
み
」
、
「
自
分

が
退
職
す
る
ま
で
に
一
人
拡
大

す
る
」
と
の
組
織
拡
大
に
取
り

組
む
姿
勢
の
本
気
度
が
伺
わ
れ

た
。

【
弘
】

次
年
度
退
職
予
定
者
の
エ
ル

ダ
ー
出
向
先
に
つ
い
て
、
仙
台

支
社
内
で
は
、
多
く
の
社
員
に

つ
い
て
未
だ
未
提
示
で
あ
る
状

態
が
続
い
て
い
る
。

提
示
に
つ
い
て
は
、
本
来
で

あ
れ
ば
11
月
ま
で
に
完
了
し
て

い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
年

を
越
し
て
3
月
に
な
っ
て
も
少

な
く
な
い
数
の
組
合
員
に
提
示

が
な
い
状
態
で
あ
り
、
不
安
と

不
満
の
声
が
現
場
か
ら
届
い
て

い
る
。
そ
も
そ
も
エ
ル
ダ
ー
出

向
は
会
社
が
作
っ
た
「
制
度
」

で
あ
り
、
会
社
の
言
う
、
「
受

け
皿
が
少
な
い
」
と
い
う
理
屈

は
通
ら
な
い
。
制
度
そ
の
も
の

が
崩
壊
し
て
い
る
証
左
で
あ
り
、

現
場
か
ら
は
、
「
受
け
皿
が
な

け
れ
ば
別
に
作
る
か
JR
本
体
で

そ
の
ま
ま
雇
用
す
れ
ば
解
決
す

る
話
。
退
職
延
長
も
含
め
真
摯

に
議
論
し
て
こ
な
か
っ
た
こ
と

が
問
題
」
と
怒
り
の
声
が
多
く

出
さ
れ
て
い
る
。
会
社
は
早
急

に
出
向
先
の
提
示
を
！
。
【
昌
】
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退
職
の
お
知
ら
せ

12
月
31
日
付

丹
野

憲
男
さ
ん

郡
山
設
備

日
本
リ
ー
テ
ィ
ッ
ク

澁
谷

清
重
さ
ん

小
牛
田
駅
連
合

Ｔ
Ｓ
Ｓ
仙
台
お
忘
れ

物
セ
ン
タ
ー

加
藤

良
明
さ
ん

仙
石
線
駅
連
合

Ｔ
Ｓ
Ｓ
松
島
駅

堀
口

裕
一
さ
ん

郡
山
設
備

日
本
リ
ー
テ
ィ
ッ
ク

佐
藤

文
彦
さ
ん

仙
総
台
車

Ｊ
Ｒ
Ｔ
Ｍ

佐
々
木

茂
美
さ
ん

新
庄
連
合

佐
々
木

茂
さ
ん

仙
台
保
線
区

1
月
31
日
付

桜
井

一
彦
さ
ん

仙
総
車
体

小
林

正
人
さ
ん

小
牛
田
保
線
区

真
木

誠
さ
ん

仙
・
宮
運
輸
区

テ
ク
ノ
仙
台
東
営
業
所

菊
地

範
行
さ
ん

仙
・
宮
運
輸
区

テ
ク
ノ
新
幹
線
営
業
所

佐
藤

久
男
さ
ん

郡
山
駅
連
合

Ｔ
Ｓ
Ｓ
本
宮
駅

川
口

弘
明
さ
ん

仙
総
台
車

Ｊ
Ｒ
Ｔ
Ｍ

内
田

五
郎
さ
ん

貨
物
宮
城

嘱
託

首
藤

長
俊
さ
ん

小
牛
田
駅
連
合

Ｔ
Ｓ
Ｓ
矢
本
駅

田
村

和
則
さ
ん

仙
台
保
線
区

船
水

清
吾
さ
ん

仙
・
宮
運
輸
区

長
い
間
お
疲
れ
様
で
し
た

  
地
方
本
部
は
1
月
14
・
15
日
の
2
日
間
、
ホ
テ
ル
松
島
大
観

荘
に
お
い
て
、
組
織
強
化
・
拡
大
対
策
会
議
を
開
催
し
た
。

 
幾
度
と
な
く
、
「
喫
緊
の
課
題
」
と
言
わ
れ
続
け
て
き
た
組

織
拡
大
の
取
組
み
で
あ
る
が
、
こ
の
数
年
が
ま
さ
に
正
念
場
で

あ
る
。
本
部
・
エ
リ
ア
・
地
方
が
一
体
と
な
り
、
総
団
結
で
取

組
む
こ
と
を
参
加
者
全
体
で
確
認
し
あ
っ
た
。

今
春
闘
時
期
に
お
い
て
、
各

級
機
関
か
ら
「
ス
ト
ラ
イ
キ

を
背
景
に
し
た
闘
い
の
要
請
」

文
書
が
地
方
本
部
に
寄
せ
ら

れ
て
い
る
の
で
掲
載
す
る
。

な
お
要
請
が
あ
っ
た
こ
と
に

つ
い
て
は
、
上
部
機
関
に
伝

え
て
い
る
。

地
方
本
部
宛
（
要
請
日
順
）

宮
城
県
支
部

仙
台
駅
連
合
分
会

仙
台
建
築
分
会

仙
台
電
力
区
分
会

郡
工
支
部
貨
物
分
会

貨
物
福
島
分
会

仙
石
線
駅
連
合
分
会

貨
物
宮
城
分
会

郡
山
工
場
支
部

仙
台
宮
城
野
運
輸
区
分
会

中
央
本
部
及
び
東
日
本
本
部

へ
直
接
激
励
・
要
請
行
動

宮
城
県
支
部

2
月
14
日
、
地
方
本
部
と
東

北
自
動
車
支
部
は
、
JR
バ
ス

東
北
に
対
し
、
「
仙
地
申
20

号
」
を
提
出
し
、

バ
ス
東
北

に
対
す
る
賃
金
改
善
の
申
し

入
れ
を
実
施
し
た
。

今
年
も
昨
年
同
様
に
交
渉
を

持
て
る
よ
う
に
要
請
し
、
会

社
側
は
、
「
日
程
を
調
整
し

て
窓
口
に
連
絡
す
る
」
と
回

答
し
た
。

ま
た
国
労
東
北
協
議
会
は
2

月
20
日
、
ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
貨

物
・
東
北
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス

に
対
し
、
4
月
1
日
以
降
の

賃
金
改
善
を
求
め
る
申
し
入

れ
を
実
施
し
た
。

対
応
し
た
役
員
は
、
「
貨
物

の
子
会
社
で
あ
り
、
本
体
が

よ
く
な
ら
な
け
れ
ば
、
自
社

も
持
た
な
い
。
体
力
も
な
く

後
日
回
答
す
る
」
と
述
べ
、

組
合
側
も
努
力
す
る
よ
う
に

要
請
し
た
。

さ
ら
に
同
日
、
貨
物
東
北
支

社
へ
も
賃
金
改
善
の
要
請
を

行
っ
た
。
対
応
し
た
役
員
は
、

「
話
は
聞
い
た
が
、
交
渉
は

本
部
本
社
間
に
な
る
。
要
請

さ
れ
た
こ
と
は
本
社
へ
伝
え

る
」
と
述
べ
、
組
合
側
も
一

層
の
努
力
を
求
め
た
。
【
原
】

国労本部は、「ＪＲ30年を問う『国労全国安全
キャラバン』」を昨年12月から取組み、仙台地
本内では2月11日に福島県集会、同16日には宮城
県集会が開催された。
郡山市ビックアイでは本部唐沢書記長が、また

仙台市仙都会館では坂口委員長がそれぞれ問題
提起を行った。
本部は、「『国鉄分割・民営化』から30年、JR

が発足以降、公共サービスの低下と事故・輸送
障害など安全輸送に重大な影響を及ぼし、大都
市間輸送の強化の一方で、ローカル線は廃止さ
れ地域の足が奪われている。また膨大な利益を
上げる本州三社と赤字経営の北海道・四国など
他社との経営格差の実態は、『国鉄分割・民営
化』の政策的破綻である」とした。
また、この30年間で職場をはじめ、都市と地方

がどう変化してきたのかを検証した上で、「安
全輸送と地域公共交通を守り、交通体系の確立
と交通政策基本法の具現化のため、国やJR等に
働きかけ、世論喚起の運動を強めよう」と運動
への理解を求めた。
本部は、安全キャラバンの集約点として、3月1

日に「2017春闘勝利！JRの安全輸送と地域公共
交通を守る3・1中央決起集会」開催する。

仲
間
の
異
動

2
月
1
日
付
（
一
般
異
動
）

○
大
越

喜
一
さ
ん

仙
台
総
鉄
→
郡
山
総
鉄

2
月
6
日
付
（
出
向
）

○
青
木

昭
さ
ん
（
簡
苦
）

幹
総
車
体
→
Ｊ
Ｒ
Ｔ
Ｍ


